
公益社団法人日本都市計画学会 都市計画論文集 Vol.51 No.3 2016年 10月
Journal of the City Planning Institute of Japan, Vol.51 No.3, October, 2016

 
 

 

1．はじめに 
自動車の登場・普及は人々が様々な場所へ自由に移動す

ることを可能にし，その結果として経済発展に大きく貢献

した 1)．一方で，モータリゼーションの進行は交通事故の

増加 2)や，自動車での来訪を前提とした商業施設の郊外立

地の進行，公共交通の衰退など，様々な問題発生の原因に

もなった．近年は地球温暖化を始めとした環境問題に対す

る意識の高まりや，自動車を運転できない高齢者などの交

通弱者問題の顕在化等から，自動車に依存しない社会のあ

り方が議論されるようになっている．この結果，コミュニ

ケーションを通して自動車利用を抑制するモビリティマネ

ジメントといった個人に働きかけるアプローチや，都市機

能を拠点に集約し拠点同士を公共交通で繋ぐコンパクトシ

ティ政策といった都市単位でのアプローチが着目されるよ

うになってきた． 
一方で，自動車利用の利便性を今までと異なる次元から

高めようとする動きも近年活発化している．中でも近年注

目が高まっている新技術として，運転手による運転を必要

とせず自動走行する「自動運転車（”Self-Driving-Car”，以

下「SDC」）」が挙げられる．我が国では，政府が2020年に

おける市場導入を目標とするロードマップを公表 3)し，

2016年4月には，自動車会社や地図製作会社と共同でSDC
の走行に必要な立体道路地図を 2018 年までに作製するこ

とを宣言 4) するなど，官民一体で SDC の導入・普及に向

けた施策が進められている． SDC の導入は，交通事故の

削減や交通弱者の移動支援，移動の快適性の向上 5)といっ

た個人の交通行動への効果に加え，その利用の方法によっ

ては土地利用の変化 6)を通じた都市構造への影響を及ぼす

ことも想定される．今後の都市計画・交通計画を考えるに

あたっては，このようなSDCの普及がもたらす影響につい

ても，その方向性の予測を行っておく必要性が高まってい

ると考えられる． 
以上のような背景に基づき，本研究では各個人の SDC

に対する利用意向(以下「SDC 利用意向」)を元に，どのよ

うな個人や都市においてSDCの導入・普及に伴う影響が生

じる可能性が高いかを示すことを目的とする．この目的を

達成するため，本研究では全国の多様な都市の幅広い属性

に渡る個人を対象に Web アンケート調査を実施し，SDC
利用意向の有無に影響を及ぼす要因を個人の外部観察可能

な属性，および内面的属性の両面から把握する．さらにそ

の結果を，大規模交通行動調査のデータと結合することを

通じ，都市ごとのSDC利用意向率を算出する．得られた結

果より，SDC利用意向率と各都市の都市属性との関係に言

及する． 
 
2．研究の位置づけ 
(1) SDCの自動運転システムの概要 

SDCが搭載している自動運転システムは，その技術水準

によって大きく「準自動運転システム」「完全自動運転シス

テム」の2つに分けられ，さらに詳細な技術水準の分類と

してレベル1～4までの4段階の自動化レベルが定義されて

いる 3)．我が国における自動車情報技術の導入・普及に関

するロ－ドマップ 3）によると，「加速・操舵・制動(以下「運

転操作」)をすべて自動車が行い，緊急時のみドライバーが

対応」する技術水準（レベル3）のSDCを 2020年代前半

に市場化し，「運転操作をすべて自動車が行い，ドライバー

は全く関与しない状態」の技術水準（レベル4）のSDCを

2020 年代後半以降に市場化することを目指すことが明記

されている． 
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(2) 既存調査 
これまで，SDCや自動運転技術に対する意識に関し，走

行の安定性やサイバー攻撃といった「SDCの実用化に対す

る不安」7)- 12)，「受容性・実現可能性」7)8),10)11)，渋滞の緩和

や移動負担の軽減，移動時間の有効活用といった「実用化

に伴い期待する効果」7)- 9),11)- 13)，「利用したい活動目的」9)10)，

「利用の際の支払意思額」9),14)等の項目について多くの調査

がなされている．これらの調査において，SDCの実用化に

対する意識と性別や年齢階層の関係については検証されて

いる一方，個人の自動車を運転する理由(以下「運転動機」)
や普段の生活スタイルといった内面的属性と，SDC利用に

対する意識の関係については検討されていない． 
 
(3) 既存研究 

SDCの導入と都市の関係に着目した研究として，谷本ら

(2010)15)，Ziaら(2016)16)は無人運転車を利用したカ－シェア

を実施することによる環境負荷への影響について分析があ

る．また，OECD(2015)17)は実在する都市(リスボン)を対象

として実施した交通行動動態調査結果を用いて，SDCをカ

ーシェアで利用した際の効果をシミュレーションによって

検証している．これらの研究では，分析対象が特定の都市

に限定されており，SDCの実用化に対する都市間での比較

は行われていない．また，個人の自動車利用の観点から，

横山ら(2008)18)は自動車の運転動機を基に個人のグループ

化を行い，その都市属性や環境意識との関係を明らかにし

ている．さらに，自動車利用と都市構造の関係について，

Newman ら(1989)19)，谷口ら(1999)20)が各都市の自動車利用

状況と人口密度の観点から検討がなされている.しかし，本

研究で対象とするSDCの利用意向と個人属性，都市属性の

関係に着目した研究は行われていない．  
 
(4) 本研究の特長 
 本研究は以下のような特長を有している． 
1) 今後5年以内の実用化が目指されているSDCを対象に，

その利用意向について，全国の多様な都市を対象に分析

を行った新規性および緊急性の高い研究である． 
2) 独自調査によって，全国の多様な都市に居住する個人を

サンプルとして確保し，多様な地域特性を踏まえてSDC
利用意識を定量的に把握しており，SDCの導入・普及を

考える上で有用性の高い研究である． 
3) アンケートデータの設問項目を構造化された既存の大

規模交通行動データと連動させるという独自のアイデア

を通じ，十分なサンプル数の確保が難しい本課題に対し，

信頼性の高い解析を可能にした． 
 
3．使用データの概要 

(1) 本研究におけるSDCの具体的な想定 
2.1を踏まえつつ，本研究では2020年前半の市場化が想

定される自動化レベル3の技術水準3)のSDCを対象として

想定・提示する．その具体的な条件は以下の通りである． 

1) 目的地まで自動走行で移動する． 
2) 自動走行中，ドライバーは運転以外の活動を行うことが

できる．例）読書，PCやスマ－トフォンの使用等 
3) 緊急時に手動運転に切り替わる場合がある． 
4) ドライバーは運転免許資格を取得している必要があり，

飲酒や居眠りは禁止である． 
5) 自動走行の性能は十分な安全性が確保されており，アク

セルとブレ－キの踏み間違いによる事故等は発生しない． 
 
(2)  SDC利用に関する意識調査（アンケート）の概要 
本研究では個人のSDC利用意向について，個人の性別，

年齢階層といった外部観察可能な変数に加え，運転動機や

普段の生活スタイルといった内面的属性の観点からもその

要因を分析することに主眼を置く．そのためには，全国の

多様な都市に居住する個人の内面的属性および交通特性を

踏まえる必要がある．そこで，3.1のSDCの想定に基づき，

SDC利用に関するアンケート調査(以下「アンケート」)を
実施した．調査対象都市の選定においては，多様な都市を

対象に調査が実施されている全国都市交通特性調査の調査

対象都市より選定を行った．アンケートの概要を表1に示

す．なお，都市類型・性別・年齢階層ごとの層別化抽出を

通じ，各層で可能な限り均等なサンプル数を確保できるよ

うな設計を行っている．これにより、回答者が若者などの

年齢層に偏るといったWebアンケートが一般的に有する

サンプルバイアスを解消することを意図している． 
なお，内面的属性に関する設問群は，①運転動機，②非

運転理由，③普段の生活スタイル，④普段の交通手段選択

の際の重視項目という順序で尋ねており，SDCの利用意向

に関する問いは②と③の間に差し込んでいる．このうち①

②は自動車の利用動機そのものであるため，SDC利用意向

を先に尋ねてしまうと，その回答にバイアスが発生するた

め，SDC利用意向より先に尋ねている．一方で③④は日常

生活の実態に基づく回答であり，SDC利用意向をこれより

後に尋ねるとむしろ SDC 利用意向の回答にバイアスが発

生する可能性の方が高いため，工夫を重ねた結果このよう

な配慮を踏まえた設問順序とした． 
 

表1 アンケートの概要
(1) 

 

調査対象
調査方法
調査期間

都市類型

　三大都市圏大都市

　三大都市圏中都市

　地方圏大都市
　地方圏中都市

　地方圏小都市A
　(人口15万人以上)

 松戸市　　　奈良市　　 豊橋市

　三大都市圏小都市
 取手市　　　稲城市　　 青梅市　 　津島市
 小田原市　 東海市     亀山市　　 近江八幡市
 宇治市　　　泉佐野市　明石市

都市名

 東京23区　 京都府　　 名古屋市

調査対象
都市

（計47都市）  盛岡市　　  上越市　　 磐田市　　 呉市
 徳島市

　地方圏小都市B
   (人口15万人未満)

 小樽市　　  千歳市　　塩釜市　　 湯沢市
 山梨市      伊那市　　小松市　　 小谷部市
 海南市　　  総社市    安来市　　 大竹市
 長門市　　  南国市　  太宰府市  臼杵市
 諫早市　 　 人吉市　　浦添市

18歳以上の楽天リサーチ会員　（3,500サンプル）
Webアンケート

 福岡市　　　仙台市　　 広島市
 熊本市　　　金沢市　　 松山市

2015年10月28日～10月30日

主な
調査項目

・個人属性　性別・年齢・職業・免許保有・運転状況　等
・SDC利用に関する意識 　SDC利用意向 等
・内面的属性に関する項目
　 ①運転動機，②非運転理由，③普段の生活スタイル，
　 ④普段の交通手段選択の際の重視項目
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集計結果として，普通自動車運転免許（以下「免許」）の

有無や現在の自動車の運転有無（以下「免許保有・運転状

況」）についての基礎集計結果を図1に示す．なお，免許保

有・運転状況について「免許を持っており運転している」

を回答した者を「運転者」，それ以外の者を「非運転者」と

呼ぶ．ただし，図1の集計結果は，サンプルを都市類型別・

性別・年齢階層別に均等数の回収を行っている関係上，対

象都市の実際の年齢階層構成比に即した免許保有・運転状

況に対して一定のバイアスを含んでいることに注意が必要

である．また，本研究で対象とするSDC利用意向の基礎集

計を図3に示す． 以降，SDC利用意向について，「とても

利用したいと思う」「少し利用したいと思う」を回答した者

を「SDC利用意向者」と表記する． 
 

(3)  全国都市交通特性調査との結合 

本研究では，個人単位で把握したSDC利用意向を都市単

位に拡大し，各都市の交通特性との関係を明らかにする．

その際，多様な都市におけるSDCの導入を検討することで，

本研究の成果を汎用的な情報として提示することを試みる．

これを可能にするために，地方都市から大都市まで多様な

都市を対象にし，個人の交通特性を幅広く把握している全

国都市交通特性調査のデ－タを使用する．調査の概要を表

2に示す．本研究では2016年4月時点で利用可能な最新の

調査デ－タである 2010 年調査の内，70 都市を対象に行わ

れた意識調査(以下「全国PT意識調査」)のデータを使用す

る．SDCの利用意向には運転動機などの個人の内面的属性

が大きく影響すると考えられ，全国 PT 意識調査は既にそ

れらの項目をカバーしているため，先述したアンケートで

共通の設問項目を設定し，性別や年齢階層等の基本情報と

あわせて両データを結合することを通じ，都市単位での

SDC利用意向を導出する．両調査における内面的属性に関

する共通設問の一覧を表3に示す． 
 
4．SDC利用意向に関する要因分析 

(1) 分析の概要 
本研究では，個人の SDC 利用意向の有無に影響を及ぼ

す要因について，年齢階層や性別といった外部観察可能な

属性と内面的属性の双方の影響の大きさを明らかにし，そ

の結果を都市ごとに拡大・換算して分析を行う．はじめに，

SDC 利用意向の有無に影響を及ぼす要因を明らかにする

ため，アンケートデータを用いて数量化理論Ⅱ類による分 

析を行った．分析に際して 1)SDC の特性上，運転者・非

運転者の両方が利用すること，2)運転者・非運転者でSDC
利用意向の有無に影響を及ぼす要因は異なることが想定さ

れる．そのため，サンプルを分け，それぞれにモデル化を 
行った．内面的属性に関する説明変数の選択については，

表3に示す項目より，外的基準への影響力が小さい変数と

してレンジ値が 0.1 以下のものを除外すると共に，変数間

の相関関係を確認し，多重共線性の問題が生じないよう変

数選択を行った．また，SDC利用意向の設問の「どちらと

もいえない」を回答したサンプルは除外した．なお，表 3
に示す内面的属性の項目は，アンケートで「とても当ては

まる」～「全く当てはまらない」の5点尺度で尋ねており，

「とても当てはまる」「やや当てはまる」と回答した者を「当

てはまる」，その他の回答を「当てはまらない」とした． 
 

 
図1 免許保有・運転状況別集計結果 

 

 
図2 運転者・非運転者別のSDC利用意向についての集計結果 

 

表2 全国都市交通特性調査(全国PT調査)の概要

 

 

表3 アンケートおよび全国PT意識調査の内面的属性に関する共通設問 

 
  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免許保有・

運転状況
(N=3,500)

免許を持っており運転している

免許を持っているがほとんど運転しない

免許を持っていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非運転者
(N=972)

運転者
(N=2528)

とても利用したいと思う

少し利用したいと思う

どちらともいえない

あまり利用したいと思わない

全く利用したいと思わない

都市調査

全国70都市

1都市あたり2000世帯の
5歳以上の構成員全員

（全国154,311世帯，316,836人）

注）意識票は18歳以上の全員

郵送配布，郵送回収

世帯票・個人票・意識票

46,541世帯，99,567人（有効回収率29.1％）

平休日1日におけるトリップの

 ・外出目的　 　　　　　　　 ・交通手段

 ・所要時間 　　　　　　　　 ・発着地点　等

 内面的属性に関する項目

  ①運転動機                 ②非運転理由

  ③普段の生活スタイル

  ④普段の交通手段選択の際の重視項目 

トリップ調査

個人属性　性別，年齢，職業，免許保有・運転状況　等

主な
調査項目

調査形態

調査対象都市

回収結果

調査票

調査方法

調査対象者

意識調査

 1.運転がすることが好き 1.自動車を利用する必要がないから

 2.好きなところに行ける 2.公共交通が便利だから

 3.公共交通より安上がりである 3.自分の運転に自信がないから

 4.多くの人や荷物を載せることができる 4.自動車にかかる費用が高いから

 5.自動車なら所要時間が短い

 6.業務で必要だから

 7.他に交通手段がない

7.交通事故が心配だから

 9.好きな時に使える

 10.プライベートな空間を確保できる

 1.自宅で静かに過ごすことが好き 9.自動車に乗るのが好きでないから

1.環境に良いこと

2.健康に良いこと

 3.友人や近所づきあいは多い方である 3.交通事故の心配が少ないこと

 4.買物に出かけるのが好き 4.所要時間が短いこと

5.所要時間を正確に予測できること

6.交通費が安いこと

7.快適であること

8.利用するのが楽しいこと

①
運
転
動
機

③
普
段
の
生
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(2) 運転者のSDC利用意向の有無に関する要因分析 
運転者を対象に実施した要因分析の結果を図3に示す．

ここから以下の点が読み取れる． 

 

1) 男性・中年層，女性・高齢層において SDC を利用した

いと思う傾向が見られる．  

2) 無職者は有職者と比較して SDC を利用したいと思う傾

向が見られる． 

3)「業務で必要だから」という非能動的な理由で自動車を

運転している人は，運転が不要なSDCで移動したいと考

えている傾向が示された． 

4) 「運転をすることが好き」「自動車に乗ることは自己表

現の一つである」に当てはまるような，自分で運転する

ことに魅力を感じている人は，SDCを利用しようと思わ

ない傾向が見られる． 

これらを踏まえると，運転者においては①男性・中年層

の有職者で，業務のために仕方なく運転している個人，②

女性・高齢層の無職者で，自分自身で運転することに魅力

を感じていない個人という大きく2つのSDC利用意向者層

が存在していることが伺える．また， 

5)「多くの人や荷物を載せることができる」「観光・行楽・

レジャー（以下「観光等」）に出かけることが好き」に当

てはまる人は SDC を利用したいと思う傾向が見られ，

大人数で長距離の移動を伴う外出を行う際の交通手段と

してのニーズが高いことが推測される． 

 

(3) 非運転者のSDC利用意向の有無に関する要因分析 

非運転者を対象に実施した要因分析結果を図 4 に示す.
ここから以下の点が読み取れる． 
 
1) 免許保有者の方が SDC を利用したいと思う傾向が見ら

れるが，これは3.1で示した「SDCの利用の際には免許

が必要である」という利用条件が影響した結果と考える． 
2) 女性・中高年層以下において SDC を利用したいと思う

傾向が見られる． 
3)「自分の運転に自信が無いから」に当てはまる人はSDC
を利用したいと思う傾向が見られ，運転の自動化は自動

車利用に対する障壁を低くする効果があると考える． 
これらを踏まえると，非運転者においては，免許保有者

だが自分の運転に不安を感じている若年～中高年層の女性

がSDCの利用に前向きな層であることが伺える．加えて， 
4) 運転者の場合と同様，「観光等に出かけることが好き」

な人においてSDCを利用したいと思う傾向が示された．

現在，観光等の外出の際に鉄道等を利用している場合は，

SDC の利用によって乗り換え等の移動負担が軽減され

るため魅力的な交通手段と捉えていることが推測される． 
5)「通信販売・ネットショッピングを利用するのが好き」

な人がSDCを利用したいと思う意向が見らる．この結果

について考えられる可能性の一つとして，ネットショッ

プもSDCも「対象」（商品・目的地）を一種の端末を通

じて選択することによって「目的」（購入・目的地までの

移動）を達成するという行為としての類似性があること

が一因となっていることが類推される． 
 
以上のように，本章ではまだその実態が研究として十分

に明らかにされていない SDC 利用意向に対し，外部観察

可能な属性および内面的属性という様々な観点からその影

響要因を探ることを試みた．結果として，運転動機や普段

の生活スタイル，普段の交通手段選択の際の重視項目とい

った多様な要因が SDC 利用意向に一定の影響を及ぼして

いることを初めて定量的に明らかにした．ただし，これほ

ど多様な変数を用いても，数量化モデルの判別的中率は十

分に高いとは言えず，これらの諸変数だけからSDC利用意

向を明確に判別できる要因を明らかにすることは容易でな

いこともあわせて示唆された．この点は本研究における成

果の一つであると共に，今回考慮しきれなかった要因を含

めて数量化モデルの精度を高めていくことは今後の課題で

あるといえる． 

 

5． SDC利用意向率と都市属性の関係 
(1) 都市別のSDC利用意向率の算出 

 

 
図3 運転者におけるSDC利用意向に関する要因分析結果(2) 
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図4 非運転者におけるSDC利用意向に関する要因分析結果 

 

4.の結果を踏まえ，個人のSDC利用意向の有無を都市ご

とに拡大・換算し，都市別の SDC 利用意向者の割合(以下

「SDC 利用意向率」)を算出する．拡大の方法としては，

アンケートデータおよび全国 PT 意識調査データの両者で

属性の共通する個人サンプルごとに，SDC利用意向率のデ

ータを結合する．全国 PT 意識データは性年齢階層別に一

定の拡大精度が保証されているため，それにあわせて層別

抽出を行ったアンケートデータを用いることで，拡大を通

じたバイアスの発生を防止している． 
なお，両データを結合するにあたり，数量化モデルの説

明力が十分に高いとは言えない状況で説明力の小さな変数

までを用いることは不適切であると判断した．そのため，

両データの結合の際には，SDC利用意向の有無に及ぼす影

響が相対的に大きな変数を選択して用いた．具体的には，

4.の要因分析の結果よりレンジ値の大きな変数から運転者

は22変数中4変数，非運転者は18変数中3変数を用いた．  
次に，PT意識調査の個人サンプルのそれぞれの拡大係数

とSDC利用率を掛け合わせ，その値を都市別に集計するこ

とで，都市別のSDC利用意向率を算出する．なお，3.1で
示したように，SDCは運転免許を保有していれば誰でも利

用できるため，ここでは免許保有者におけるSDC利用意向

率を算出した．算出に使用した数式を(1)に示す． 
 

௖ܲ
ௌ஽஼ ൌ ሺ∑ ௖ܲ௜

ௌ஽஼
௜ ൈ  ௖  (1)ܨܯ/௖௜ሻܨܯ

௖ܲ
ௌ஽஼：都市cにおけるSDC利用意向率(%)  

௖ܲ௜
ௌ஽஼：都市cにおける免許保有者 iのSDC利用意向率(%) 

௖௜：都市cにおける免許保有者ܨܯ iの拡大係数 
 ௖ ：都市cにおける免許保有者の拡大係数の合計 (3)ܨܯ
 
(2) 都市別の年間運転距離の算出 

各都市のSDC利用意向率を把握する際に，都市構造に加

えてその都市における実際の自動車利用状況との関係を明

らかにすることが重要であると考えられる．そこで全国PT
意識調査データより，都市別の直近1年間における免許保

有者 1 人あたりの平均運転距離(以下「運転距離」)を算出

した．算出に用いた数式を(2)に示す． 
 

௖ܦ ൌ ∑ ௖௜௜ܨܯ・௖௜ܦ ௖ܨܯ/    (2) 
௖ܦ  ：都市cの年間運転距離(km/年・人) 
௖௜ܦ  ：都市cにおける免許保有者 iの運転距離(km/年・人) 
 
(3) 都市別のSDC利用意向率と都市属性との関係 

SDC 利用意向率と都市属性の関係を明らかにするため，

都市属性に関する指標として各都市の市街化区域人口密度

(以下「人口密度」)21)との関係を図 5 に示す．また，5.2 で

算出した各都市の運転距離とSDC利用意向率の関係を図6
に示す．これらの結果より以下の点が読み取れる． 

 
1) 人口密度が低い都市ほど SDC 利用意向率が高い傾向が

見られる．低密な都市では公共交通サービス水準が低く，

移動を自動車に頼らざるを得ないゆえに，運転が不要な

SDCが受け入れられやすいということが考えられる． 
2) 年間運転距離が長い都市ほど SDC 利用意向率が高い傾

向が見られる．移動負担の軽減が期待されるゆえ，運転

量の多い都市に受け入れられやすいと考えられる． 
3) 東京 23 区や大阪市といった公共交通機関が整った大都

市においてもSDC利用意向率は5割を超えている．これ

らの都市においては，移動手段の選択肢が比較的多く，

目的地に合わせて既存の交通機関とSDCを使い分ける，

もしくは複数の手段を組み合わせて移動するといった利

用方法が想定される． 
4) 金沢市や宇都宮市等の公共交通への今後の投資が期待

される一定規模以上の地方都市において，SDC利用意向

率が6割を超えている．SDCの導入が公共交通利用者数

の減少要因となる可能性もあり，SDC導入による他交通

モードへの影響も考慮する必要があると考える． 
 
6．おわりに 
 本研究では，複数データを工夫して結合することを通じ，

SDC利用意向に影響を及ぼす要因を把握すると共に，その

結果を個別の都市へと換算し，各都市のSDC利用意向率と 
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都市属性の関係を明らかにした．分析結果は以下の通りで

ある． 
 
1) 運転者においては，運転をすることが好きな人や，自動

車を利用することは自己表現の一つであると考えている

人など，運転行為に魅力を感じている人のSDC利用意向

が低くなる一方で，業務で必要といった非能動的理由で

自動車を運転せざるを得ない人の SDC 利用意向が高く

なる傾向が示された． 
2) 非運転者においては，免許を保有しているものの自分の

運転に自信がなくて自動車を運転しない若年・中高年層

の女性がSDCの利用に前向きな傾向が見られた． 
3) 運転者・非運転者ともに，観光等に出かけるのが好きな

人はSDCを利用したいと思う傾向がある． 
4) 人口密度が低く，年間運転距離が長い都市においてSDC 
 利用意向率が高い傾向が顕著に示された．公共交通の整 
 備水準が低く，移動の際に自動車に頼らざるを得ない都 

 

 
図5 都市別の免許保有者におけるSDC利用意向率と人口密度の関係(4) 

 

 

図6 都市別の免許保有者におけるSDC利用意向率と運転距離の関係 

市において，自分自身での運転が不要であるSDCは受け

入れられやすいということが考えられる． 
5) 金沢市や宇都宮市等で SDC 利用意向率が 6 割を超えて

おり，公共交通整備との対応のあり方を考慮する必要が

あることが示された． 
 

なお，本研究においては都市部のみを分析対象としたが，

人口規模が比較的小さな町村，中山間地域における SDC
の導入・普及についても検討が必要である． 
また，本研究に際して実施したアンケートにおいて，回

答者が利用状況を想定しやすくするため，SDCは個人で保

有・利用することを想定した．一方で既存研究 15)-17)におい

ては特定の都市を対象として，SDCを用いたカーシェアや

ライドシェアによる効果検証が進められている．都市によ

ってSDCの最適な利用形態が異なることも考えられ，利用

形態による都市への影響の差を分析することも今後必要で

ある． 
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補注 

(1) 都市類型の人口分類に関して 
「大都市」：90万人以上，「中都市」：30万人以上， 

「小都市」：30万人未満． 

(2)「若年」：18～39歳，「中高年」：40～64歳， 

「高齢」：65歳以上. 
(3) 免許保有者の拡大係数を都市別に合計することで， 

都市別の免許保有者の人口となる． 

(4) 市街化区域の設定が無い都市を除外している． 
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